
〇農業資材価格等が高止まりする中、コスト上昇の影響を受けにくい持続的な農業生
産体制を構築するため、生産性向上・省力化に資する機械の導入や既存施設の長寿

   命化等の取組を支援

事業の目的 【農産園芸課 予算額５00,000千円】

（新）持続的な農業生産体制構築促進事業費

事業の概要

１ ． 生 産 性向上対策

・補助対象者：産地計画に位置づけられた農業者 等
・補 助 率：1/2以内

・コスト削減を図るため、生産性向上に資する機器類等の導入を支援
対象：環境制御装置(日射比例かん水装置、養液システム等)、レーザーレベラー等

・省力化に資する機械等の導入を支援
対象：高密度播種用田植機、複数作業の同時作業機、農業用ドローン等

・施設等のリノベーション、移転等を支援
対象：いちご高設栽培施設の補修・移転、茶製造ライン改修、ハウスの移転・

リノベーション等

2 . 省 力 化 対 策

３．リノベーション対策

炭酸ガス局所施用

高密度播種（水稲）

局所的に炭酸ガスを施用す
ることで効率的に収量を向
上

使用する苗箱を減らすことで
育苗・田植えに要する時間を
削減

既存施設の長寿命化により
施設に係るコスト抑制

ハウスの長寿命化
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